
（様式例第２号）

申請理由書

例１　（養殖用許可申請の場合）
　私は、内水面漁業の振興に関する法律第26条第１項に基づく指定養殖業の許可及び大分県漁業調整
規則第4条第1項第2号の規定に基づくうなぎ稚魚漁業許可の当該操業区域の令和６年採捕実績を有しており、自己の養殖の用に供するためにうなぎ稚魚漁業を営みたいので、許可申請します。



例２　（養殖供給用許可申請の場合）
　私は、第５種共同漁業の漁業権者であり、内水面漁業の振興に関する法律第26条第１項に基づく
指定養殖業の許可を有する者〇〇〇〇からうなぎの稚魚の採捕を請け負っており、養殖の用に供す
るためにうなぎ稚魚漁業を営みたいので、許可申請します。































（様式例第３号）

申請理由書

（ア）目的　（内容及び数量を具体的に記入すること）









（イ）中間育成施設の規模等（場所･規模･その他、箇所数に応じ記載のこと）
	中間育成施設
	場所
	

	
	所有者
	

	
	面積
	うなぎ稚魚池
	分養池
	合計

	
	
	　　　面　　　㎡
	　　　面　　　㎡
	　　　面　　　㎡

	
	設　　備
	
流水量
コンプレッサー
加温施設
その他

	
　　　　　　　ｔ
　　　　　　馬力
	
　　　　　　　ｔ
　　　　　　馬力
	

	
	＊中間育成施設がない場合は、○○へ中間育成を委託と記入







（ウ）放流計画
	供　給　先
	中間育成後
	　備　　考

	
	放流サイズ
	放　流　量
	

	自己放流分
	ｇ
	㎏
	


	合　　計
	
	㎏
	








